


各道場の指導員・道場生が極真空手への想いや道場や稽古の様子を綴ります。道場だより  　　　サポーターの使用について

■金的サポーター（女子は下腹部ガード）は安全確保のため
極力使用しましょう。
■小学５年以上の女子は、スパーリング稽古時に胸サポータ
ーを必ず使用して下さい。
■試合用のサポーターである「一撃オープンフィンガーグロ
ーブ」はクッションが薄く危険なため、道場の稽古では原則使
用禁止とします。

※男子用金的サポーターは各常設道場で販売しています。
　（\1,550税込）
※女子用の下腹部ガード・胸サポーターは各自が注文し購入
して下さい。注文用紙は各道場で差し上げます。
または横浜港南支部公式ウェブサイト内「道場生のページ」の
中の「各種書類のダウンロード」からも入手出来ます。

連 絡 先 一覧 

港南瓦版の次号の発行は

　　８月３１日です。

港南瓦版に参加しませんか？
投稿はイラスト・極真空手や横浜港
南支部への思い・稽古日記・試合
出場の感想など何でも結構です。
また、こんな企画を…などの提案も
大歓迎です！
締め切り：２０１８年８月1５日（水）

メール↓↓↓
office@kyokushin-yokohama.com

◎支部事務局 ℡045-730-2751
      　　fax045-730-2752
◎横浜本部道場 ℡045-243-1875
◎戸塚道場　 ℡045-869-5370
◎上大岡道場 ℡045-326-6981
◎東戸塚道場 ℡045-820-2226

極真会館横浜港南支部　道場新聞
港南瓦版vol.58  2018年5月31日号
☆港南瓦版は 2・5･8・11月末日に発行

※稽古を優先するために稽古時間中は電話に出
られないことがありますことをご容赦下さい。

◎支部事務局　office@kyokushin-yokohama.com  
◎羽田支部長　kyokushin@dawing.com
◎宍倉分支部長　shishikura@kyokushin-yokohama.com 
◎石田責任者　　32ru358@gmail.com

◎稽古回数照会 公式サイト内専用フォーム
　横浜港南支部公式Webサイト「道場生のページ」内
　の専用フォームに漏れなく記入して申請下さい。

☆横浜港南支部　公式サイト
　　　http://dawing.com/kyokushin/
☆横浜港南支部横浜道場　facebookページ
　　　http://www.facebook.com/iko.yokohama
☆神奈川県大会“横浜カップ”公式サイト 
　　　http://dawing.com/yokohama-cup/

【東戸塚道場】3月の愛知県大会、4月の国際親善大会、港南
チャレンジ、5月の千葉県少年大会、静岡県大会（富士山杯）と大会
が続きました。日頃東戸塚道場で稽古をしている道場生が、各大会
で優勝、準優勝、第3位と多く結果を残しています。頑張った選手の
皆さん、それを支えるご家族の皆様おめでとうございます！そして共
に稽古をする道場生にとってもうれしい報告です。切磋琢磨する道
場の仲間の活躍は自己研鑽の励みになります。道場はお互いを高
め合う貴重な場であるとづくづくと思い至ります。幼年や低学年児童
の入門もうれしい報告です。新しい道着で「押忍！」とあいさつをす
る姿にさわやかな空気を感じます。活躍した先輩たちも最初は道場
で泣いていたなと思い出します。将来の吉報が楽しみです。C.K

【本牧道場】第90回の昇段昇級審査会で昇段審査に挑戦させて
いただきました。羽田師範はもちろん、石田師範代をはじめとする
指導員の方々、先輩の方々、本当にありがとうございました。感謝の
気持ちは、言葉では言い表せませんが、これから瓦版にて、お一人
づつエピソードを書かせていただければと思います。まずは、羽田
師範についてです。入門してはじめての昇級審査会では、ずーっと
頭が真っ白でした。緊張と怖さで組み手も無様なものでした。審査
が終わり、40歳過ぎてからやるものとして極真は厳しすぎたか、と思
いながら、駐車場を歩いていた時に、羽田師範が「どこか痛めている
ところはありませんか」と優しく声をかけてくださいました。厳しいから
こそ、優しさを内包している極真の空手家としての心意気に触れ、も
う少しやってみよう、と思えたのでした。あの時の羽田師範の一言は
何気ないものだったかもしれませんが、私にとっては宝の言葉でした。
押忍

【戸塚道場】 押忍、戸塚道場の菅 充です。道場だよりではなく私
事で恐縮ですが現在、怪我で不自由な身体となり、乳児が立って歩
く過程をやり直し中です。普段当たり前に無意識に出来るこの動作。
正しい動作再現の為、一つ一つ意識して繰り返しています。その過
程で、稽古の【正しい動作を意識して繰り返す事】の重要性も再認識
出来ました。私の症状に医師や一部の人達はもう空手は無理と言い
ます。が、元々感覚もあり動かせた身体、動かせない理由は1ミリもな
いです！なのでポジティブに、強気と努力と忍耐と少し運があれば
復活、更に昇段まで辿り着けるはず。そうなれば『ほら、やれば出来
るでしょ』と言えますね。待っててください！最後に師範を始め多くの
先輩後輩や知人達の、見舞い寄書きアドバイス、沢山の激励のおか
げ頑張れます。感謝致します。押忍！

【上大岡道場】4月に開催された2018国際親善大会に上大岡道場
より9名の選手が出場しました。その中で12歳男子-50㎏級で成田海
翔初段が優勝しました。昨年は決勝戦で技有りを取られ惜しくも準優
勝でしたが、今大会の決勝戦では昨年敗れた相手から技有りを奪っ
ての見事な優勝でした。また壮年50歳以上-70ｋｇ級で清水智之1級
が優勝しました。昨年はベスト8で敗退しましたが、今大会では得意
の上段廻し蹴りで一本・技有りを重ねて見事に優勝しました。国際親
善大会は少年・青少年・壮年・女子の最高峰の大会ですので、今大
会での優勝は本当に素晴らしいことです。海翔・清水さん優勝おめ
でとうございます。

【横浜本部道場】押忍、横浜本部道場では、今年１月から「筋トレ
部」を発足し、日曜日の11時から合同自主トレを行っています。コー
チは菅 １級が怪我（空手の怪我ではありません）で入院のため、横浜
港南支部顧問の岩上先生（岩上整骨院・院長）が退院までの間、引
受けて下さいました。岩上先生はボディビルの大会に出場するほど
筋トレには精通されていますし、もちろん身体の仕組みについてはプ
ロ中のプロですので参加者すると様々なアドバイスがもらえると思い
ます。お気軽に参加してみて下さい。急きょ休みや時間変更の場合
は【港南通信】でお知らせしますので参加者は確認をお願いします。
詳しくは横浜港南支部公式Webサイトの横浜本部道場のページをご
覧下さい。

【泉道場】すっかり陽が高くなり夕方の稽古では、稽古時間のほとん
どが西陽に照らされています。泉区の夕陽は綺麗ですので是非一度
観に来て下さい。最近の泉道場は元気な熱気を感じます。初心者の
幼年・低学年でも試合に挑戦する子が増え、先輩たちもウカウカして
は居られません。戸塚道場や東戸塚道場に参加する道場生も徐々に
増え、喜ばしい限りです。初心者の「強くなりたい！」というエネルギー
は凄いものがあります。中・上級者が忘れかけた気持ちを改めて思い
出すと同時に、そうした後輩の模範と目標になる先輩になりましょう。
互いに良い刺激を与え合いながら共に成長しましょう。

 横浜港南支部からのメールが届いていない方は確認を！
■アドレスを変更をした場合は、横浜港南支部公式Webサイト「道場
生のページ」の専用フォームで登録をして下さい。
■迷惑メール設定をご確認下さい。　★ドメイン指定受信は
　　「kyokushin-yokohama.com」 からのメールを受信する設定に。
※ 携帯メールの設定方法は電話会社よって異なりますので、各電
話会社へお問合せ下さい。

　≪保護者見学日について≫  幼年・少年・青少年の保護者見学日は、

毎月３回目の稽古です。祝日や行事等で稽古が休みとなった日は回数

に入れず、実際に稽古を行った３回目の稽古が見学日です。（選手クラ

スは見学不可）時々はお子さんの稽古ぶり・上達ぶりをご覧下さい。

子どもたちの自立した稽古のために見学日を限定しておりますが、幼年

・低学年などが慣れるまでの期間は例外も認めますので、必要な場合は

お申し出下さい。※見学の際はマナーをお守り下さい。（道場掲示参照）

　
　　「 同じ道を歩いている 」　　　　　支部長コラム

今年で10回目の開催となる、横浜港南支部主催の神奈川県大会
「横浜カップ」の大会キャッチコピーは、
”同じ道を歩いているから、戦う。”となった。

極真の道を歩んでいる我々は、時間差で同じ道を歩いている。
いま見ている先輩は未来の自分であり、後輩は過去の自分なのだ。

昇段審査で先輩の過酷な連続組手を見た初心者は、
「あんなこと出来っこない、あの先輩は自分とは違う種類の人間だ」
と思うことだろう。

それも無理はないが、その先輩の勇姿を未来の自分に重ね合わせて
欲しい。例えば、建物の2階・3階のベランダにいきなりジャンプして
登ることは出来なくとも、階段で一段一段登れば、確実に2階・3階ど
ころか10階でも20階でも登ることが出来る。

人間は急に変わることは出来ないが、志を持ち根気強く行動し続け
れば必ず変わることが出来るのだ。

逆に後輩の姿をかつての自分に重ね合わせ、迷っていたり道が反れ
た時には手を差し伸べるべきであろうし、
体力や技はまだ未熟でも、懸命に稽古に向き合い、強さを探究する
そのエネルギーは、今の強さにどこか満足している自分が忘れかけ
ている、一番大切なものに気付かされるだろう。

極真の道着を来て汗を流す者は、みな同じ道を歩く
「極真ファミリー」の一員なのだ。

　大きな大会を目指すなら『選手会』に登録しよう！

関東大会・国際親善大会・極真祭などの大会に出場するには、
「選手会登録」が必要です。選手会合同稽古も定期的に実施し
ていますので、対外試合への出場を考えている道場生は早めに
登録をして下さい。選手会登録申込書は各道場でお渡します。

　　試合に挑戦しよう！！
極真会館では道場生の目標・経験・成果発揮の場として、
支部内試合（当支部では港南チャレンジ）・各種都道府県大
会（横浜カップなど）・地区大会（全関東大会）・東西日本大会
全国大会・国際大会・全世界大会など、実に様々な大会を開
催しています。この事で、各自のレベルに応じて無理なく経験
を積み、徐々にレベルの高い大会に臨み、将来は世界を相手
に大舞台で戦うという高い目標も持つことが出来ます。
 そして全ての試合は、極真空手創始者 大山倍達総裁が提唱
した「実践なくんば証明されず、証明なくんば信用されず、
信用なくんば尊敬されない。」
勝負です。極真空手修行において、試合への挑戦は最も前向
きな取り組みの一つと言えます。
　健康体であるならば是非試合に挑戦し、極真の醍醐味を五
感で体感しましょう。
　道場生の皆さんの勇気ある挑戦と保護者の皆さまのサポー
トを心より願っています。

　道着・サポーターは清潔に！

 稽古で使う道着・サポーター等は、常に清潔なものを使いまし

ょう。特にサポーター類は悪臭の原因になります。自分の臭い

は自分ではあまり気になりませんが、他人の臭いは不快です。

仲間同士が快適に稽古できる様、十分に注意しましょう！

【支部内出稽古について】登録道場以外の稽古に初めて参加する時は

初回だけ指導者に支部登録№を申告して下さい。番号が不明だと出席回数

に加えることが出来ません。この点を留意の上、積極的に稽古に参加して

下さい。　※支部登録№が不明の場合は登録道場にお問合せ下さい。

　　挨拶の統一と徹底について

　極真会館では、全国・全世界の道場で挨拶の統一と徹底を

　図っています。道場へ入る際、道場から出る際ともに、

　「神前に一礼」（神棚がない場合は道場正面）をします。

　それをしっかりとした後に、それ以外の必要な挨拶をその場

　の状況に応じて適切に行います。

　従来は回数を決めることで挨拶が形式的になり、動作がお

　ざなりになってしまったことが否めません。挨拶をする際は、

　その意味を理解し、心を込めて行うようにしましょう。

　　なお、挨拶は以下のことを徹底して行うようにして下さい。

　　　①足を止めて　（歩きながらやらない）

　　　②自然体で　（身体も目線も真っ直ぐに向けて）

　　　③お辞儀をする　（手だけでやらずしっかりと礼をする）

　　　　※荷物を持っている場合は床に置いて行います。

　　以上。主旨をご理解の上、正しい挨拶をしましょう。


